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二
〇
一
七
年
六
月
三
日
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
若
き
日
を
描
い
た

映
画
「
ロ
ー
マ
法
王
に
な
る
日
ま
で
」
が
日
本
で
公
開
さ
れ
、（
七
月

末
現
在
全
国
で
公
開
中
）
宗
教
を
問
わ
ず
多
く
の
人
々
に
感
動
を
与
え

て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
映
画
に
つ
い
て
の
一
文
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
ホ

ア
ン
・
ア
イ
ダ
ル
神
父
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
神
学

院
で
、
当
時
院
長
だ
っ
た
ベ
ル
ゴ
リ
オ
神
父
に
指
導
を
受
け
た
教
え
子

の
一
人
で
す
。 

 

   

映
画
「
ロ
ー
マ
法
王
に
な
る
日
ま
で
」 

 

遠
藤
周
作
に
よ
る
と
、
聖
人
に
つ
い
て
小
説
を
書
く
の
は

不
可
能
な
の
だ
そ
う
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
聖
人
の
人
生
に
は

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
出
来
事
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

選
出
さ
れ
て
か
ら
四
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
教
皇
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
つ
い
て
、
既
に
三
本
も
の
映
画
が
作
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
聖
人
で

は
な
い
か
、
あ
る
い
は
遠
藤
周
作
の
説
が
間
違
っ
て
い
た
か
、

そ
の
い
ず
れ
か
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
を
尊
敬
し
て
い
る
私
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
遠
藤
周
作

の
方
が
間
違
っ
て
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
ロ
ー
マ
法
王
に
な
る
日
ま
で
」
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
ト

ル
はC

h
ia

m
a

te
m

i F
ra

n
ce

sco

「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
呼
ん

で
く
だ
さ
い
」）
は
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
と
て
も
良
い
映
画

で
、
見
る
価
値
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
四
十

歳
前
後
の
ベ
ル
ゴ
リ
オ
神
父
（
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
生

活
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
ま
す
（
当
時
一
九
七
三
～
一
九
七

九
年
）
。
ベ
ル
ゴ
リ
オ
神
父
は
イ
エ
ズ
ス
会
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

管
区
の
若
い
管
区
長
で
し
た
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
歴
史
上

最
も
厳
し
い
時
代
の
一
つ
で
あ
る
大
変
な
時
期
で
し
た
。
そ

れ
は
、
軍
事
政
権
（
一
九
七
六
～
一
九
八
二
年
）
と
政
権
を

倒
そ
う
と
し
た
武
装
グ
ル
ー
プ
と
の
戦
い
の
時
代
で
あ
り
、

一
般
市
民
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
シ
ス
タ
ー
、
神
父
、
司
教

で
さ
え
、
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
誘
拐
さ
れ
た
り
、
殺
さ

れ
た
り
し
て
い
た
暗
黒
の
時
代
で
す
。 

 

こ
の
映
画
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、
三
五
～
四
十
年
前
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
軍
事
独
裁
下
で
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
た
の
か
を
正
確
に
描
写
す
る
と
同
時
に
、
複
雑
な
状
況
に

置
か
れ
た
ベ
ル
ゴ
リ
オ
神
父
の
困
難
を
極
め
た
仕
事
を
正

確
に
描
い
て
い
る
点
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
代
を
生
き
、

ベ
ル
ゴ
リ
オ
神
父
の
こ
と
も
身
近
で
知
っ
て
い
る
私
は
、
映

画
の
い
く
つ
も
の
場
面
で
感
動
し
ま
し
た
。
映
画
を
見
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
歴
史
を
学
べ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
今
の
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
考
え
方
―
赦
し
と
慈
し
み
の
強
調
、
暴
力

へ
の
批
判
、 
迫
害

さ
れ
て
い
る
人
た

ち
に
つ
い
て
の
話

な
ど
へ
の
理
解
が

深
ま
る
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら

こ
の
映
画
は
、
残
念

な
と
こ
ろ
が
一
点
。

来
日
し
た
ル
ケ
ッ

テ
ィ
監
督
は
、
映
画

は
実
は
も
っ
と
長

か
っ
た
の
だ
が
、
映

画
館
の
上
映
用
に
カ
ッ
ト
し
た
、
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
せ
い
か
、
今
上
映
さ
れ
て
い
る
映
画
は
物
語
の
進
行
が

少
し
早
く
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
現
代
史
を
全
く
知
ら
な
い

人
に
は
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
気
が
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
予
備
知
識
と
し
て
少
し
歴
史
的
な
背
景
を

勉
強
し
て
か
ら
映
画
を
見
る
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

※
二
〇
一
六
年
聖
ス
テ
フ
ァ
ノ
の
祝
日
、
正
午
の
祈
り
の
中
で
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
は
現
代
の
殉
教
者
の
数
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
時
代
よ
り

も
多
い
と
い
う
現
実
に
言
及
、
困
難
や
危
険
に
も
関
わ
ら
ず
、
差
別
な

く
す
べ
て
の
人
に
奉
仕
し
な
が
ら
「
真
理
に
お
け
る
愛
」
を
証
す
る
兄

弟
姉
妹
た
ち
に
、
愛
情
と
祈
り
と
涙
を
も
っ
て
寄
り
添
う
よ
う
、
す
べ

て
の
信
者
を
招
か
れ
た
。 

―
「
迫
害
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
寄
添
う
」
教
皇
、
殉
教
者
聖
ス

テ
フ
ァ
ノ
の
祝
日
に(

バ
チ
カ
ン
放
送
局 
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よ
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❏
掲
示
板
（
特
設
コ
ー
ナ
ー
案
内
） 

✿
日
本
・
バ
チ
カ
ン
国
交
樹
立
七
十
五
周
年
に
あ
た
り
、
図

書
館
入
り
口
に 

関
連
資
料
と
古
郡
美
は
る
さ
ん
の
写

真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
バ
チ
カ
ン
に
関
す
る
図
書

を
コ
ー
ナ
ー
に
揃
え
て
い
ま
す
。 

✿
七
月
十
八
日
に
帰
天
さ
れ
た
聖
路
加
国
際
病
院
名
誉
院

長
日
野
原
重
明
先
生
へ
の
追
悼
の
意
を
込
め
、
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。
日
野
原
先
生
が
私
た
ち
に
残
さ
れ
た

力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
い
の
ち
や
生
き
方
に
つ
い
て
書
か

れ
た
本
を
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

✿
世
界
の
飢
餓
や
難
民
の
支
援
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
評
論

家
の
犬
養
道
子
さ
ん
が
、
七
月
二
十
四
日
に
帰
天
さ
れ
ま

し
た
。
犬
養
さ
ん
が
著
作
を
通
し
て
私
た
ち
に
問
い
か
け

て
来
た
南
北
問
題
は
今
…
。
ほ
ぼ
全
著
作
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 

✿
宗
教
改
革
五
百
年
の
今
年
は
宗
派
を
超
え
て
様
々
な
行

事
が
行
な
わ
れ
、
関
連
書
籍
も
次
々
と
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
近
出
版
さ
れ
た
本
を
中
心
に
宗
教
改
革
に
関
す
る

本
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 
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ホ
ア
ン
・
ア
イ
ダ
ル 

上
智
大
学
神
学
部
教
授 



              聖三木図書館報 『みき』  第 3 号 2017 年 7 月 31 日   

 

 

人生の踏絵                    遠藤周作著 

今日すべきことを精一杯！          日野原重明著 

魂深きひとびと                    香田芳樹著 

キリスト教は役にたつか           来住英俊著 

聖書と歎異抄              五木寛之／本田哲郎著 

神父さま、なぜ日本に？       女子パウロ会編 

出会いの幸福                       曽野綾子著 

殉教ところびを越えて                粕谷甲一著 

宗教改革関連 
マルティン・ルター：エキュメニズムの視点から 

                          Ｗ．カスパー著 

『キリスト者の自由』を読む     ルター研究所編著 

プロテスタンティズム：宗教改革から現代政治まで  

深井智朗著 

なぜローマ法王は世界を動かせるのか   徳安茂著 

使徒パウロは何を語ったのか   Ｎ・Ｔ・ライト著 

                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

 

お
知
ら
せ 

✿
夏
期
休
館 

 

八
月
二
十
二
日(

火)

～
八
月
三
十
一
日(

木)

ま
で
休
館
い 

た
し
ま
す
。
休
館
中
の
返
却
は
入
り
口
右
手
の
返
却
口
に 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

✿
夏
期
長
期
貸
出 

 

八
月
一
日
（
火
）
よ
り
長
期
貸
出
を
始
め
ま
す
。 

✿
館
報
「
み
き
」
は
聖
三
木
図
書
館
内
で
ご
自
由
に
お
持
ち

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
み

き
」
と
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
「
ゆ
る
し
」

各
号
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

郵
送
ご
希
望
の
方
は
そ
の
旨
お
申
し
付
け
下
さ
い
。 

友
の
会
か
ら
の
お
願
い 

✿
聖
三
木
図
書
館
友
の
会
発
行
の
聖
三
木
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
更
新
手
続
き
と
会
費
の
納
入
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
利
用
カ
ー
ド
の
有
効
期
間
は
一
年

で
す
。 

 

年
会
費 

一
般 

 
 
 

二
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 
 

学
生 

 
 

 

一
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 

 

賛
助
会
員 

 

五
〇
〇
〇
円
・
一
〇
〇
〇
〇
円 

✿
年
会
費
を
お
振
込
み
で
納
入
さ
れ
る
場
合 

 

み
ず
ほ
銀
行
四
谷
支
店 

普
通
預
金 

口
座
番
号 

1
1

5
8

4
8
 

口
座
名
義 

イ
エ
ズ
ス
カ
イ
セ
イ
ミ
キ
ト
シ
ョ
カ
ン
ト
モ
ノ
カ
イ 

（
＊
お
名
前
の
前
に
会
員
番
号
を
お
書
き
下
さ
い
。） 

✿
新
規
入
会
の
手
続
き
は
随
時
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
付
け
ま

す
。
住
所
確
認
の
た
め
、
免
許
証
・
保
険
証
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    

 

聖
三
木
図
書
館
を
愛
用
し
て
五
十
八
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
光 

祝
治 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

私
が
聖
三
木
図
書
館
を
は
じ
め
て
知
っ
た
の
は
昭
和

三
十
四
年
、
十
九
才
の
こ
と
。
上
智
大
学
の
信
仰
入
門
講

座
に
通
い
始
め
て
こ
の
図
書
館
を
知
っ
た
。
そ
の
頃
は
上

智
会
館
二
階
の
静
寂
で
か
わ
い
い
図
書
館
で
あ
っ
た
。
信

仰
書
を
読
ん
だ
後
の
充
実
し
た
心
地
よ
さ
は
他
の
図
書

館
に
な
い
魅
力
で
あ
っ
た
。
今
は
蔵
書
数
も
面
積
も
格
段

に
増
え
た
。
交
通
の
利
便
性
が
よ
く
、
開
架
式
の
た
め
教

会
関
係
書
を
手
っ
取
り
早
く
読
め
る
点
で
希
少
性
の
あ

る
図
書
館
で
あ
る
。
利
用
者
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
さ
そ

う
な
の
に
と
勿
体
な
く
思
う
。
信
者
に
と
り
憩
い
の
場
所

と
思
わ
れ
る
し
、
周
辺
地
域
の
人
に
も
参
考
に
な
る
本
が

多
い
は
ず
で
あ
る
。 

私
は
周
辺
地
域
の
昔
話
を
介
し
て
親
睦
す
る
「
結
び
の

会
」
を
、
千
代
田
区
観
光
協
会
な
ど
の
後
押
し
で
月
一
回

開
催
し
て
お
り
、
九
月
か
ら
は
会
場
を
岐
部
ホ
ー
ル
三
階

に
移
す
。
聖
三
木
図
書
館
に
は
三
年
前
に
「
麹
町
の
記
憶

第
一
集
」
を
寄
贈
し
て
い
る
が
、
来
年
に
は
第
二
集
を
と

思
っ
て
い
る
。
上
智
大
学
と
教
会
が
あ
る
こ
の
二
万
坪
の

土
地
に
、
江
戸
か
ら
今
日
に
か
け
て
ど
の
よ
う
な
人
々
が

い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
を
調
査
し
て
き
た

成
果
で
あ
る
。 

月
日
の
速
さ
を
改
め
て
感
じ
る
が
、
聖
三
木
は
ず
っ
と

私
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 徳光さんへのご連絡は 

s.tokumitsu@mountain.

ocn.ne.jp まで 

イグナチオ・デ・ロヨラの霊的日記 ホアン・カトレット編 

イエスとブッダ: いのちに帰る  ティク・ナット・ハン著 

言葉の贈り物                               若松英輔著 

どんな時でも人は笑顔になれる               渡辺和子著 

宗教ってなんだろう？                  島薗進著 

聖書人物おもしろ図鑑: 新約編               中野実監修 

ほんとうの自分になるために                片柳弘史著 

森の静けさの中で: カルメルの伝統における祈り    

メアリ・マコーマック著 

キリストへの道                         岩島忠彦著 

パウロ: 十字架の使徒                    青野太潮著 

遠藤周作と『沈黙』を語る         遠藤周作記念館企画 

人はみな、オンリーワン: だれも幸せになる権利がある   

森一弘著 

イエス・キリストを思い起こしてください：現代の信仰問題への応

答として                   ラニエロ・カンタラメッサ著 
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＊＊＊＊＊＊＊＊ 今聖三木で読まれている本・新しい本 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

✐
利
用
者
の
声 


